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市道遺跡 Ⅱ及び遺跡周辺全景 (朝 日航洋株式会社撮影 )
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市道遺跡 Ⅱの調査について

市道遺跡 Ⅱは千曲川の西方、佐久市大字三塚字市道に所在 します。遺跡周辺は圃場

整備が終了 した水田が広が りのどかな田園風景 となっています。 しか し、遺跡の東側

では近年に国道 141号線 と142号線のバイパスが建設され、交通の要衝 となりつつあ

ります。奇 しくも字名「市道」に関連するかのような変ぼうぶりです。

今回の調査は760ご という狭い範囲の発掘調査で したが、古墳時代後期 (約 1500年

前頃)か ら平安時代に及ぶ竪穴住居址 と呼ばれる家の跡が 5軒 も発見されました。中で

も注目される発見 としては圃場整備以前に使われていた用水路が古代にも同じルー トで

使われていたことが解ったことです。この事は古代においても、遺跡周辺が同 じよう

に水田耕作可能で、自然災害の少ない安定 した土地であつたことを私たちに教えて く

れます。あるいは、古代 においても今 と同 じ様な美 しい田園風景がすでに広がって

いたのかもしれません。

H3号住居址

箋
調査風景 (北 より)

H3号住居址調査風景

H3号住居址カマ ド
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市道遺跡 Ⅱ調査区全景 (株式会たL みすず綜合コンサルタント撮影 )
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H5号住居址出土遺物

遺跡出土陶磁器類

(ス ケール約%)

1～ 4.青磁碗

5.青磁連弁文碗

6.青磁碗

7.青磁連弁文碗

8.青磁碗

9.染付け碗

10.染 411‐ け小碗

11.染付け蓋物

12.染付け皿

13.染付け仏花瓶

14.片 口

15.灰釉碗

16.灰釉碗

17.りTI月 lⅡl

18.灰釉鉢

19.橘 り鉢

14は試掘時に出土

その他はMl溝状遺構出土
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1。 本書は、ルー トイン佐久株式会社が行う「ルー トイン佐久」ホテル建設に伴 う、埋蔵文化財

発掘調査の調査報告書である。なお保護協議の結果、開発対象面積の内、駐車場は発掘対象

区から除外 し建物部分 と浄化槽部分について本調査をおこなった。

2.調査委託者     ルー トイン佐久株式会社

3.調査受託者     佐久市教育委員会

4.遺 跡 名     市道遺跡 II (IM II)

5。 所 在 地 籍     佐久市大字三塚字市道1261他 2筆

6。 調 査 期 間    発掘調査  平成10年 6月 22日 ～ 7月 29日

整理期間  平成10年 8月 7日 ～平成11年 3月 31日

7.面   積     開発面積  2230m2

調査面積   760m2

8。 本書の編集は冨沢が行った。

9。 本書及び市道遺跡Ⅱ出土遺物等のすべての資料は、佐久市教育委員会の責任下に保管されて

いる。
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1.遺
l・Iの 略記号は、住居址 (H)。 掘立柱建物址 (F)。 土坑 (D)で ある。

2.挿図の縮尺は次のとお りである。下記以外の物については挿図中にスケールを示す。

竪穴住居址・掘立柱建物址1/80  カマド1/40 土坑1/60 土器。石器1/4

3.遺構の海抜標高は各遺構ごとに統一し、水糸標高を「標高」として示した。

4.土層 0遺物胎土の色調は、1988年版『新版 標準土色帖』に基づいた。

5。 遺物挿図番号 と遺物写真番号及び遺物観察表番号は一致する。

6.調査区グリットは公共座標に従い、間隔は 4× 4mに設定 した。

7.住居址の面積は床面積 (住居址下端範囲)を 浪1定 し、カマ ド部分は測定値 より除外 してある。

8.遺構は報告書作成時に新番号を付けた(H4→H3.H5→ H4.H6→ H5)。

9.挿図中のスクリーン トーンは以下のことを示す。

〔遺 構〕 %1形 ク地曲断面     =IIIカ マ ド範囲    華:暮 :華:貝占 床

轟襲鐸1焼土範囲     |=::::::::粘  土

〔遺 物〕 |111黒 色処理     華華難華:須恵器断面
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第 I章 発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査の経緯と経過  (第 1図 )

市道遺跡Ⅱが存在する市道遺跡は、佐久市大字三塚地籍に所在 し、千曲川と片貝川に挟まれた

標高666m内 外を測る沖積微高地に位置する。遺跡周辺は、圃場整備が終了した水田が広がり、佐

久平において有数の穀倉地帯を形成している。

今回、遺跡内においてルー トイン佐久株式会社がホテル建設を計画され、佐久市教育委員会に

遺跡の有無の照会があった。教育委員会では市道遺跡が所在するため、まず試掘調査を行う事と

した。その結果、今回の開発地籍全体におよんで竪穴住居址・ピット及び土師器・須恵器片が多

数検出された。よって、ルー トイン佐久株式会社と佐久市教育委員会において協議をおこなった

結果、設計変更は難 しく遺跡の破壊が余儀なくなり、佐久市教育委員会埋蔵文化財課において記

録保存を目的とする本調査が実施されるはこびとなった。

α

市道遺跡 H位置図 (1:50.000)



第 2節 調査体制

調査受託者  佐久市教育委員会

教 育  長 依田英夫

事 務 局  教 育 次 長 北沢 馨

埋蔵文化財課長 須江騰L生

埋蔵文化財係長 荻原一馬

埋 蔵 文 化 財 係 林 幸彦   三石宗一  須藤隆司  小林員寿

羽毛田卓也  冨沢一明  上原 学

調 査 担 当 者 冨沢 一―明

調 査  員 遠藤 しづか 堀篭 因 橋詰勝子 橋詰けさよ

渡邊久美子 岩下吉代 岩下友子 岩下文子

依田みち 田中章雄 井出徳四朗 花岡文夫

大井みつる 橋詰信子 金森治代 堺 益子

第 3節 調査日誌

平成10年度

1998年 6月 22日 重機による表土はぎを開始。

調査開始 遺構確認を行う。6月 29日 ～

7月 1日

7月 29日

8月 7日

1999年 3月 31日

調査区南側より遺構掘 り下げを開始する。

ラジコンによる航空測量を行う。

現場での作業を終了し、機材を撤収する。

室内にて整理作業開始 出土遺物洗浄を行う。

原稿を執筆 し、報告書を刊行する。

重機による表土争1ぎ状況 調査風景 (lLよ り)



第 I菫 章 遺跡の環境

第 1節  自然的環境  (第 2図 )

市道遺跡 IIが所在する佐久市三塚地籍は佐久平の南西よりに位置し、西方700mに 片貝川が、東

方1300mに 千曲川がそれぞれ北流 し、周辺は水田地帯となっている。この片貝川は、八ヶ岳山塊の

一つである双子山(2223m)よ り源を発する大曲川 。居川 0倉沢川などの中小河川を集め、自田町

の勝FHl地籍より流れを北に変え、山裾を沿うように北流 し、佐久市下県地籍で千曲川に合流する

河川である。当遺跡周辺に広がるほとんどの水田は、現在この片貝川より取 り入れた水によって

稲作を行っている。遺跡周辺は現在水田が広がっているが、圃場整備前は畑地が広がり周辺の水

田面より約 lm程高 く、南北300m・ 東西200mほ どの広さの沖積微高地を形成していた(第 3図参

照)。 今回調査された場所は微高地の東端にあたり、調査区内も北東供1に緩やかに傾斜 しているこ

とが確認された。

当遺跡の西狽1に は昭和49年度に圃場整備に伴い市道遺跡が調査されている。検出遺構は古墳時

代中期から平安時代の竪穴住居址10軒、特殊遺構、土坑等である。この調査は昭和46年度に調査

された跡部町田遺跡 。中道遺跡と並び、佐久市南部の沖積地における埋蔵文化財調査の先駆けと

なり、以後の佐久市における文化財保護の推進にあたり意義深い経験を残 した。

縫ぜ鸞聡霜℃

白 水 野ヽ 市道遣跡第 I区

亀
締

Ｎ

第 2図   市道遺跡 H周辺地形図 (1:5,000)



第 2節 歴史的環境  (第 405図 ,第 1表 )

本遺跡が所在する三塚地籍及びその周辺の野沢 。前山 。小宮山 。桜井地区には、東に傾斜する

山地や山裾、また沖積低地に数多くの遺跡が散在する。これらの遺跡を時代別に概観 したい。

まず、先土器時代の遺跡としては、当遺跡南西方向 6 kmの八ヶ岳lL東山麓中に立科 F遺跡 (1)が

ある。本遺跡からは211点 からなる石器群が検出され、検出層位より31200年 ±900年前の年代が与

えられている。続 く縄文時代の遺跡としては、前期前半の住居址 6軒が調査された後沢遺跡 (2)、

中期後半の住居址16軒が調査された中村遺跡 (3)、 筒村B。 山法師B遺跡 (4)な どがある。また、前

山地籍の瀧の下遺跡 (5)か らは、後期の敷石住居址 2軒が検出され、そのうち 1号住居址の敷石は

炉の周辺に菱形に敷かれていた。周辺地域の縄文時代の遺跡は、その多くが山地沿いの谷間か、

水田面に接する山裾周辺に広がっており、沖積低地での集落址は未だ発見されていない。

次に弥生時代の遺跡としては、水田面を見下ろす丘陵上に位置する後沢遺跡で中期栗林期 3軒、

後期箱清水期32軒の住居址、方形周溝墓 3基が調査されている。また、同じ様な地形にある西裏 0

竹田峯遺跡 (6)か らは中期栗林期 9軒、後期箱清水期 5軒の住居l■ とともに、後期に比定される壷

棺が検出され、壷内より胎児骨一体と管玉 。ガラス小玉が発見された。また、当遺跡からは、円

形周溝墓と考えられる遺構 も確認されており、後沢遺跡も含め小地域内での墓制の多様′
1生 を考え

る上で貴重な資料となっている。

古墳時代になると遺跡は沖積低地まで広がり始める。圃場整備などで調査された遺跡も多く、

中道遺跡 (7)、 市道遺跡 (8)、 三塚町田遺跡 (9)、 跡部町田遺跡 (10)、 三塚鶴田遺跡 (11)、 上桜井北

遺跡 (12)、 寺添遺跡 (16)な どが上げられる。これらの遺跡はいずれも自然堤防上や微高地上に立

地 しており、中期後半から後期におよぶ集落址である。古墳址は調査されたものは少なく、根岸

地籍の榛名平・坪の内遺跡 (13)で後期から終末期に属する横穴式石室の古墳llLが 1基 と坪の内古

墳が調査されたにとどまっている。なお、佐久平においては、千曲川西岸の山地に古墳址が少な

く、千曲川東岸の山裾に群集墳が集中して存在するという極めて対照的な様相を示 している。

次に、奈良 。平安時代は前代と同様な様相を示し、低地と山裾に小規模な集落址が確認されて

いる。 しかし、調査された遺跡範囲がいずれも小規模である為、今後、岩本す田地籍の聖原遺跡の

ような大規模な集落址が発見される可能性はある。また、中道遺跡と榛名平遺跡からは奈良三彩

の蓋が出土しており注目される。

鎌倉時代以降になると当地域では伴野氏の活躍が始まる。方形の区画を持つ野沢館跡 (14)や 山

城として良好な保存状態を保つ前山城跡 (15)は伴野氏によって築かれたものとされ、「一遍上人絵

伝」にも当時の伴野市の活況な様子が描かれている。また、榛名平遺跡からは中世後期と考えら

れる土墳墓 0火葬墓といった墳墓群が検出されている。
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ス ク リー ン トー ン部分 は、昭和 47年 当時 に畑地及び宅地

として利用 されていた部分。

(1:10.000)第 3図 周辺遺跡位置図 (1)



第 4図 周辺遺跡位置図(2) (1

周辺遺跡一覧表

No. 遺 跡 名 所 在 地 立 地 糸電 弥 古 歴 中 備 考

1 立科 F遺跡 前山字立科 山 地 平成 2年調査

2 後沢遺跡 小宮山字後沢 丘陵 ○ ○ ○ ○ 昭和51・ 52年調査

中村遺跡 根岸字日向 山 地 ○ 昭和57年調査

筒村B・ 山法師B遺跡 根岸字日向 山地 ○ ○ 平成2・ 3年調査

5 瀧の下遺跡 前山字瀧の下 丘 陵 ○ 平成 2年調査

6 西裏。竹田峯遺跡 根岸字西浦。竹田峯 丘陵先端 ○ ○ ○ 昭和60年調査

7 中道遺跡 前山字中道 沖積微高地 ○ 昭和46年調査

市道遺跡 三塚字市道 沖積微高地 ○ ○ 昭和49年調査

三塚町田遺跡 三塚字町田 沖積微高地 ○ 昭和50年調査

跡部町田遺跡 跡部字町田 沖積微高地 ○ 昭和46年調査

三塚鶴田遺跡 三塚字鶴田 沖積微高地 ○ 昭和50年調査

上桜井北遺跡 桜井字橋詰 沖積微高地 ○ ○ 昭和52年調査

榛名平。坪の内遺跡 根岸字榛名平・坪の内 丘 陵 ○ ○ ○ ○ ○ 平成5。 6年調査

野沢館跡 野沢字居屋敷。北 Ell 沖積微高地 ○ ○

前山城跡 宮山字城山 山 地 ○ ○

寺添遺跡 三塚字寺添 沖積微高地 ○ ○ ○ 平成 6年調査



第憑章 基本層序と概要

第 1節 基本層序 (第 5図 )

本遺跡における基本層序は近年の盛 り土を除き6層 に分かれている。 I・ Ⅱ層は圃場整備によ

る盛 り上と考えられ、III層 が圃場整備以前の畑地面で、V層が遺構確認面であった。

0-

盛土

旧表土

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

lm

第 I層  灰 白 色 土  (10YR7/1)小 石を含み粘性ややあり。水田の敷床あり。

第 1層  黒 褐 色 土  (10YR3/1)し まり粘性あり。灰白色土のプロック・ロームシルトプロックを含む。

第Ⅲ層 褐 灰 色 土  (10YR6/1)し まり粘性あり。きれいな灰色で旧表土と考えられる。

第Ⅳ層  黒 褐 色 土  (10YR3/2)し まりややあり。粘性あり。黄色シルトプロックを微量含む。

第 V層  褐 色 土  (10YR4/4)ロ ームシルトと黒色土の混合土で4・ 6層の中間層。

第Ⅵ層 黄 褐 色 土  (10YR5/8)し まり粘性あり。きオ■いなロームシルト層。

第 5図  基本層序模式図

第 2節 検出遺構 0遺物の概要 (第 6図 )

検出遺構

竪穴住居址   5軒     古墳時代後期 (6世紀代)    2軒

奈良時代   (8世 紀代)    3軒

掘立柱建物址  4棟

溝状遺構    3本

土  坑   10基

出土遺物

土師器 。須恵器 。石器 。青磁器片・近世陶器類
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第 6図 市道遺跡H調査区全体図



第 遺構 と遺物IV章

第 1節

(1)H

竪穴住居址

1号住居址

測曹 褐 灰 色 土 (10YR4/1)

B層  黄 褐 色 土 (10YR5/8)

C層  黒 褐 色 土 (10YR3/1)

1層 黒 色 土 (10YR2/1)

2層 黒 色 土 (10YR2/1)

3層  黒 褐 色 土 (10YR3/1)

4層  暗 褐 色 土 (10YR3/4)

5層  黒 褐 色 土 (10YR3/2)

6層 黒 色 土 (10YR2/1)

7層  暗 褐 色 土 (10YR3/4)

8層 褐 色 土 (10YR4/6)

9層  黒 褐 色 土 (10YR3/1)

10層  暗 褐 色 土 (10YR3/4)

(第 7.3図ヮ写真図版-0二 )

プ  酬

Ｄ
ヽ

水田耕作土。

水田敷床。

しまり、粘性あり。白色の粒子・炭化物を含む。

しまり、粘性あり。炭化物・褐灰色土プロックを含む。

しまり、粘性あり。黄色のシルトプロックを含む。

しまり弱く、粘性あり。焼土粒子・炭化物を含む。

しまり、粘性あり。黄色のシルトプロックを含む。

しまり、粘性あり。炭化物を含む。

しまり、粘性あり。炭化物を微量含む。

しまり、粘性ややあり。黄色シルトプロックを含む。

しまり、粘性あり。ロームブロックと黒色上の混合土。

貼床。しまり、粘性あり。黄色シルトプロックを含む。

貼床。しまり、粘性あり。褐色上のプロックを含む。

第 7図 Hl号 住居址実

'員

1図
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標
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本住居llLは 、調査区西よリシー18.19Grに位置する。残存状態は西側が調査区外となるため住居

址全体の半分ほどが検出されたに止まった。

形態は、ほぼ方形を呈すると考えられる。規模は東壁 4m。 南壁2.9m(検 出部分)で、壁高さは

14cmを 汲1り 、壁はほぼ垂直に立ち上がる。主軸方位はN-7°―Wを示す。住居址の床面積は検出

部で7.lm2を 測る。覆土は2層 に別れる。床は住居址中央部にかけて硬質であり、貼床は厚い所で

10cm程に施されており黒色土と黄色土の混合土で構築されていた。住居llL中央部の貼床は非常に

薄 く地山を敲いて踏み固めた様な状態であった。壁溝は確認されなかった。柱穴は2カ 所確認さ

れ径は何れも40cm程で、深さはPlが32cm、 P2が33cmを 測る。

また、本址は住居址南東コーナーに貯蔵穴と考えられる施設が確認された。施設は直径50cmで

深さ52cmの ビットを囲む様に長さ95cmと 60cmで高さ3cmの上手が囲む。上手は北西の部分で

一部とぎれていた。ピット内から土器等は検出されなかったが、覆土中より炭化物が検出されて

いる。掘 り方は住居中央部を掘 り残す状態で、壁際が一段深 くなっていた。この掘 り方は住居址

西側でわずかに広がり始める為、或いは南西コーナー部にさしかかっているものとも思われ、だ

とすれば本址の全体面積は13m2程 になると考えられる。

出土遺物は覆土中のものがほとんどで土師器甕・壷類であった。図示 した 1は土師器甕の胴部か

ら底部で住居址の床面から出土した。調整は外面が漏J毛 目の残るナデで内面がヘラナデが施され

ている。 2は手捏土器で高不を模 した物と考えられる。貯蔵穴北側の床面より出上した。調整は

不部口縁がヨコナデ、脚部と体部は指押さえが顕著に残る。 3は高不脚部と考えられ、覆土中よ

り出土 した。調整は外面ヨコナデの後、縦方向のミガキ、内面ヘラナデが施されている。

T2 文 ‐
3

1

第 8図 Hl号 住居 l■ 出土遺物実測図

9       (1 : 4)      110Cm



(2)H2号 住居址  (第 9。 10図 り写真図版菫・四)

本址はクー14、 ケー14Grに位置する。M2号溝状遺構 と重複関係にあるが本址の方が新 しい。

残存状態は良好である。形態はほぼ方形を呈 し、規模は北壁3.2m O東壁2.7m。 南壁3.4m O西壁

2.7mで、壁高は南西コーナーで16cmを測 り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

旦                ユ
9   

標
71:Trlm   7m

1層  灰黄褐色土 (10YR4/2)

2層 H音 褐 色 土 (10YR3/4)

3層 灰黄褐色土 (10YR4/2)

しまり、粘性あり。炭化物を含む。

しまり、粘性ややあり。焼土粒子・炭化物を含む。

貼床。しまり、粘性あり。黄色ロームのブロック主体で、上面は硬質化している。

く
|

9 
標
早1,T∬

m lm

1層 赤 褐 色 土 (2.5YR4/8)

2層  暗赤褐色土 (2.5YR3/6)

3層 褐 色 土 (10YR4/4)

4層 褐 色 土 (10YR4/6)

5層 灰黄褐色土 (10YR4/2)

火床面。しまりあり、粘性弱い。上面は硬質化し、よく焼けている。

しまり、粘性弱い。炭化物と焼土プロック主体。

しまり、粘性あり。白色の粘土・焼土プロックを含む。

しまり、粘性あり。褐色の粘土層。

砂層。しまり、粘性弱い。

第 9図 H2号 住居址及びカマ ド実測図



主軸方位はN-85°一Eを示す。住居址の床面積は8,9m2を 測る。床はやや軟質であり、7cm程

の厚さで貼られていた。覆土は1層 で少量の炭化物を混入する。ピットは検出されなかった。掘

り方は南側が一段高 くなっており、北と南の段差は 3cmを 濃1る 。また掘 り方検出時に西壁の中央

よリピットが検出された。規模は径40cmで深さ8cmを 測る。

カマ ドは東壁やや南よりに検出された。規模は煙道部から火床面までの長さ80cm。 幅65cmで、

右袖が長さ35cm e床 からの高さ6cm、 左袖が長さ30cm・ 床からの高さ9cmを それぞれ濃1る 。形

態は煙道部が住居址壁ラインよりも外に熱び出す形で、煙道は緩やかに立ち上がる。袖は右袖が

軟質の自然石を、左袖が褐色の粘土をそれぞれ使用していた。火床面はよく焼けており焼土は硬

質化 していた。

本址の出土遺物は、図示 したものの他に覆土中より土師器甕片・不片、須恵器不片などが出土

した。図示した 1と 2は須恵器不で、 1はカマ ドより、 2は床面より出土した。調整は1の 不部

がロクロヨコナデ、底部は回転ヘラ切 りの後ナデ、 2は不部がロクロヨコナデ、底部は回転ヘラ

切 りの後、手持ちヘラケズリを施す。

l                                        Z     O      (1 : 4)     1 0Cm

第10図  H2号 住居址出土遺物実測図

(3)H3号 住層tlL (第 11.12.13図 り写真図版五 0六 0七・八 )

本址はケー18.19、 コー18.19Grに位置する。Dl号土坑、D9号土坑、D10号土坑と重複し、

新旧関係は古い方よりD9号土坑 .D10号土坑→本址→Dl号土坑である。残存状態は北東コー

ナーをDl号土坑に壊されている他は良好である。形態はほぼ方形を呈 し、規模は北壁3.5m。 東

壁2.8m e南壁3.6m e西壁2.95mで 、壁高は南西コーナーで41cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ち上

がる。主軸方位はN-66°一Eを示す。住居址の床面積は9.2m2を 測る。床は硬質で、特に住居址中

央部が顕著であり、厚さは深いところで16cmを測る。床はほぼ平坦であるが、北西コーナーに深

さ4cmの一段低 くなった部分が検出された。住居llL覆 土は 4層 に別れ炭化物を混入する。ピット

は6カ 所で検出された。何れも主柱穴とは考えづ らいが、Pl～ P3と P6、 P2.P4.P5

はク1を なし何 らかの上屋を支える柱穴と考えられる。規模は径が何れも26cm前 後で、深さはPlが

床からの深さ21cm、 P2が深さ25cm、 P3が深さ12cm、 P4が深さ22cm、 P5が深さ25cm、 P6が深さ

15cmを 測る。壁溝は北東コーナーと北壁西よりから西壁と南壁西よりまで確認された。規模は、

幅15cm O深 さ7cmを 濃1る 。
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1層 黒 褐 色 土 (10YR3/1)

しまりあり、粘性ややあり。黄色のシルトプロックを多量含む。

黒 色 土 (10YR2/1)

しまり、粘性あり。炭化物を微量含む。

黒 色 土 (10YR2/1)

しまり、粘性あり。黄色シルトプロックを含む。

黒 色 土 (10YR2/1)

しまり、粘性あり。白色の粒子をやや多く含む。

褐 色 土 (10YR4/6)

しまり、粘性あり。黄色シルトプロック主体。

黄 褐 色 土 (10YR5/8)

貼床。しまり、粘性あり。黒色土と黄色シルトプロックの混合土。

7層 黒 色 土 (10YR2/1)

しまり弱く、粘性あり。焼土粒子を多量含む。(床 下土坑 )

8層 暗 褐 色 土 (10YR3/4)

壁溝。しまり、粘性ややあり。黄色シルトプロック・黒色土を含む。

4層

?   
標
71,T∫lm  2im

第11図  H3号住居址実1員1図

本址の掘 り方はほぼ平坦であるが北西コーナーと南東コーナーに床下土坑が確認された。北西

コーナーの ものは長軸 1.38m、 短軸0.9mで深 さ18cmである。底面はほぼ平坦であり、底面 より須

恵器高台不の底部が出土 した。この須恵器不は口縁部がすべて欠損 してお り、意図的な打ち壊 し

の様相を示す。南東コーナーの土坑は長軸1.42mで深 さ12cmを 測 り、底面はやや凹凸があった。

カマ ドは北壁 と東壁の 2カ 所確認されたが、検出状況 より北壁のカマ ドの方が古 く、最終的な

使用は東壁のカマ ドと考えられる。まず東側のカマ ドは、東壁やや南よりに検出され、規模は煙

緻髯
Q ⑮0
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1層 褐 色 土 (10YR4/6)

しまり、粘性あり。黄色シルトブロックを多量

含む。

(住居址覆± 1層 に似ている)

暗 褐 色 土 (10YR3/3)

しまり弱く、粘性ややあり。焼土を微量含

む。

暗 褐 色 土 (10YR3/3)

しまり、粘性ややあり。2層 と3層 の中間層

に焼土プロックを多量含む。(天 丼崩落

土 )

赤 色 土 (10R4/8)

火床面及びF_4の焼けている部分。よく焼

けており、硬質化している。

褐 色 土 (10YR4/6)

袖土。しまり、粘性あり。黄色シルトプロック

土。

日音褐 色 二L (10YR3/3)
しまり、粘性ややあり。φ2～ 3cmの黄色シル

トブロックと黒色上の混合土。

層

　

　

層

赤 色 土 (10R4/8)

黄 褐 色 土 (10YR5/8)

火床面。よく焼けている。

しまり、粘性あり。黒色土と黄色シルトブロックの混合上。

m

第12図  H3号 住居址カマ ド実測図

道部から火床面までの長さ73cm e幅 43cmで、右袖が長さ66cm O床からの高さ32cm、 左袖が長さ

65cm。 床からの高さ26cmを それぞれ測る。形態は煙道部が住居址壁ラインよりも外に飛び出さな

い形で、煙道は緩やかに立ち上がる。袖は両袖 ともに芯材 として河原石を使用 してお り右袖の石

が長軸55cm。 左袖の石が長軸52cmであり、両石の高さはほぼ水平であった。これら芯材は袖の構

築土をいったん盛 り上げた後に置いた事がセクションより観察された。また、右袖に使用された

河原石は上面が磨かれていた。火床面は非常によく焼けてお り硬質化 していた。



北側のカマ ドは北壁やや東よりに検出された。火床面は貼床がかぶる状態で検出され、袖や袖

の掘り込み等は確認されなかった。火床面と煙道部壁はよく焼けていた。

本址の出土遺物は、図示したものの他に覆土中より土師器甕片・不片、須恵器甕片 0不片など

が出土した。また、本址は掘 り下げの途中に多量の河原石が検出された。河原石は住居址中央部

分では床に接するものもあったが、大部分は床よりも浮いた状態で検出され、特に東壁と北壁薇1

から流れ込んだ状態を示 し、焼けている礫 もあった。礫 と共に須恵器甕片や土師器甕0不 なども混

ざっており、これらの内の数点はH4号住居址出土の遺物と接合関係があった。

1.4.5は 須恵器高台付不である。 1は河原石中の覆土上層より出上している。 4は床面より

も5cmほ ど浮いた状態で出土 した。5は北西コーナー部で検出された床下土坑中より出土した。

調整は 1が不部ロクロヨコナデ、底部が回転ヘラ切 りの後高台を貼付 してヨコナデを施 している。

4は底部が回転糸切 りの後、高台を貼付 している。 5は底部が回転ヘラ切 りの後横方向のヘラケ

ズリを行い、高台を貼付 じヨコナデを施 している。また、 5の底部中央は非常に滑らかに磨られ

たような状態で、転用硯的な様相を示す。2は須恵器不で、北壁やや西よりの床面から出土した。

出土時は口縁部が欠損 していたが、接合作業を経て完形となった。調整は不部内外面がロクロヨ

コナデで、底部が回転糸切 り離 しである。 3は土師器不で、南西コーナーの床面から出土した。

残存状態は口縁部が一部摩耗 したような状態であるが完形である。調整は不部外面はヨコナデで、

内面は黒色処理とともに、丁寧なミガキが施されている。6.7は土師器甕である。6は 4と 同様

に床から僅かに浮いた状態で出土した。残存状況は1/8程であるが、口縁部から底部までの器形は

ほぼ把握できた。調整は口縁部が内外面ヨコナデ、胴部外面と底部がヘラケズリ、胴部内面ナデ

が施されている。 7は 1と 同様に覆土上層から出土した。調整は口縁部内外面ヨコナデ、胴部外

面ヘラケズリ、胴部内面ヘラナデを施 している。8.9は土師器小型甕である。8は床下土坑等か

ら出土 した小片が接合 した。調整は口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ヘラケズリ、胴部内面ヘラ

ナデを施 している。 9は カマ ド内から出土した小片が接合した。胴部外面と底部ヘラケズリ、胴

部内面ヘラナデを施 している。10.11は須恵器甕で、10は川原石に混 じって覆土上層から出土した。

調整は外面が平行タタキ、内面が指押さえの様な痕跡が残る。11は 10と 同じく川原石に混 じって

覆土上層から出土したが、接合作業の段階でH4号住居址のカマ ドから出上 した破片とMl号溝

状遺構から出土した破片とそれぞれ接合関係にあることが解った。調整は外面が平行タタキ、内

面がナデを施 している。また、断面観察により底部は一枚の粘土板を使い胴部を積み上げていっ

たことが解る。写真図版二十二の石は敲き石と磨 り石と考えられる。何れも覆土中より出土した。
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第13図  H3号 住居址出土遺物実測図



(4)H4号 住層址  (第 14。 15。 16図ヮ写真図版九。十 )

本址はクー18.19、 ケー18.19Grに 位置する。東倶1が調査区外となるため住居址全体の2/3程の検

出に止まったが、検出された部分についての残存状態は良好である。

形態はほぼ方形を呈し、規模は北壁4.28m。 南壁2.4m(検出部分)。 西壁4mで、壁高は南西コー

ナーで49cm・ 北壁で44cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ち上がる。主車由方位はN-5.5°一Wを示す。

住居址の床面積は検出部分で12.71■2を
,員1り 、住居址全体では推定で約17m2を淑1る ものと考えられ

る。床は住居址中央 とカマ ド付近については硬質であり、貼床は厚い所で16cm、 薄い所で 5cmを

測る。覆土は 4層 に別れ、特に 4層下層の床近 くでは焼土及び炭化物が顕著に観察できた。また、

北東コーナーの床部分には炭化物が薄 く広がる状態で、住居llL中 央部と南壁中央よりには焼土の

固まりが検出された。

ピットは床上から6カ 所、掘 り方時に4カ 所の計10カ所で検出されたが、何れも主柱穴的な位

置には無 く、何れも壁よりから検出された。規模はPlが径62cm・ 床からの深さ12cm、 P2が長軸

94cm・ 深さ29cm、 P3が径64cm・ 深さ23cm、 P4が径64cm e深 さ17cm、 P5が径33cm e深 さ19cm、

P6が径55cm・ 深さ18cm、 P7が径53cm・ 深さ1lcm、 P8が径60cm・ 深さ14cm、 P9が径26cm e深

さ29cm、 P10が径26cm・ 深さ35cmを 測る。P2～ P4は覆土中に炭化物と焼土が混入しており、

遺物も土師器甕や須恵器甕が破砕 した状態で出土した。これら遺物は復元作業を経ても形状を復

元できるものはなく実i員1不能なものがほとんどであった。

カマ ドは北壁中央に検出された。規模は煙道部が長さ1.78m・ 幅58cm、 火床面から壁までの長さ

82cm・ 幅50cm、 右ネ由が長さ45cm・ 床からの高さ14cm、 左袖が長さ45cm e床からの高さ17cmを

それぞれ測る。形態は煙道部が住居址壁ラインよりも外に飛び出す形である。袖は両袖ともに芯

材として河原石を使用し、その周りを粘上で固めている。火床面は軟質であったがよく焼けていた。

本址の出土遺物は、図示 したものの他に覆土中より上師器甕片・不片、須恵器甕片 。不片など

が出土した。また、先にも述べたが本址出土の遺物は二つの遺構と接合関係がみとめられた。H

3号住居址と接合関係があった図示不能であったが土師器甕と、Ml号溝状遺構から出土した須

恵器甕と接合 した挿図第13図 11がある。

1は須恵器蓋であり、覆土中からの出土である。調整は内面とかえり部分はヨコナデ、天丼部

は回転ヘラケズリの後ヨコナデが施されている。2.3は須恵器不である。2は覆土中から出土じ

た。調整は体部内外面はロクロヨコナデ、底部は回転糸切 り離しである。3は住居址北西コーナー

のP2内から出上 した。調整は体部内外面はロクロヨコナデ、底部は回転糸切 り離しである。 4

は土師器甕である。住居址中央部の床面から口縁部を伏せたような状態で出土 した。調整は口縁

部内外面がヨコナデ、胴部内面ヘラナデ、胴部外面がヘラケズリを施 している。 5は土師器小甕

で覆土中から出上 した破片と掘 り方検出時に出土した破片が接合 した。調整は口縁部 0月同部内外面
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1層  暗 褐 色 土 (loYR3/4)

しまりあり、粘性ややあり。黄色のシルトプロックを含む。

2層  暗 褐 色 土 (loYR3/4)
しまり、粘性あり。炭化物を微量含 む。

3層  黄 褐 色 土 (loYR5/8)
しまり、粘性強い。黄色粘土ブロックを含 む。

4層  黒 褐 色 土 (10YR3/1)
しまり、粘性あり。炭化物を含 む。下層に焼土粒子を含み、

5層より黄色シルトプロックを含む。

5層  黒 褐 色 土 (10YR3/1)
しまり、粘性ややあり。炭化物・焼土粒子を含む。

6層 褐 色 土 (10YR4/6)

貼床。しまり、粘性あり。黄色シルトプロック・黒色土・

焼土粒子を含む。

7層  黒 褐 色 土 (loYR3/1)

貼床。しまり、粘性あり。黄色シルトプロックを微量含む。

8層 黒 色 土 (10YR2/1)

柱穴痕。しまり弱く、粘性あり。

9層  暗 褐 色 土 (10YR3/3)
しまりあり、粘性弱い。φ3～ 4cmの小石、ジヤリを含み、

氾濫原の様相を示す。

10層  灰黄褐色土  (loYR4/2)
しまりやや弱く、粘性ややあり。黄色シルトプロックを微量含む。

色 土  (10YR4/6)し まり、粘性あり。焼土粒子・炭化物を含む。

(10YR4/6)し まり、粘性あり。焼土粒子・黄色シルトプロックを多量

含む。下層に炭化物を含む。

)層  黒 色 土 (10YR2/1)し まり、粘性弱い。炭化物・焼土粒子を多量含む。
(カマドから捨てたような土)

第14図  H4号 住居址実測図
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第15図  H4号 住居址カマ ド実測図

黒 褐 色 土 (10YR3/1)

しまり、粘性弱い。黄色シルトブロック・焼土粒子・

炭化物を含む。

褐 色 土 (10YR4/6)

しまりあり、粘性強い。黄色の粘上と黒色上の

プロック。

暗 褐 色 土  (10YR3/4)

しまり、粘性あり。黄色の粘土と黒色上のブロッ

ク・焼土粒子を微量含む。

暗 褐 色 土  (10YR3/4)

火床面。しまり弱く、粘性ややあり。黄色の粘上と

焼土層。やや硬質化している。

褐 色 土  (10YR4/6)

しまり、粘性あり。黄色シルトブロック・黒色土・

焼土粒子を含む。

1層

2層

3層

4層
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第16図 H4号住居址出土遺物実測図

ともにロクロヨコナデである。 6は土師器甕の底部で、住居llL西壁よりのP3内 より出上した。

調整は胴部外面と底部がヘラケズリ、胴部内面はナデが施されている。 7は須恵器甕で、覆土中

より出土 した。調整は外面が平行タタキロが残 り、内面はナデが施されている。 8は砥石で覆土

中から出土 した。

(5)H5号 住居tlL (第 17。 18.19図 ,写真図版十-0十二・十三 )

本址はカー15.16、 キー15.16Grに 位置する。検出状態は東狽Jが調査区外となり、また東側から

南壁の大部分が試掘調査時の トレンチにより上部が削平されている。残存状態の良好なのは北西

コーナー部分のみであり、住居址全体の1/2程の検出に止まった。

形態はほぼ方形を呈し、規模は北壁3.5m e南壁3.8m O西壁4.3mで、壁高は、南西コーナーで

17cmを 測る。壁ほぼ垂直に立ち上がる。主軸方位はN-11°―Wを 示す。住居址の床面積は12.6m2、

全体の推定値は約16m2を測ると考えられる。床はやや軟質であり、貼床は厚い所で 9cmを波1る 。

覆土は 2層 に別れ炭化物を混入する。ピットは3カ 所で検出された。Pl～ P2は主柱穴と考え

られ、規模はPlが径40cm・ 床からの深さ47cm、 P2が径50cm e深 さ35cmを ,員1る 。ピット中には、
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黒 褐 色 土 (10YR4/2)

しまり、粘性あり。黄色シルトブロック・炭化物を含む。

暗 褐 色 土 (10YR3/4)

しまり、粘性あり。黄色シルト・黒色土プロックの混合±。炭化物を

含む。

暗 褐 色 土 (10YR3/4)

しまり、粘性あり。黄色シルトプロックを含む。

黒 褐 色 土 (10YR3/1)

しまり、粘性やや弱い。炭化物を微量含む。

褐 色 土 (10YR4/6)

しまり、粘性ややあり。黄色シルトプロック主体。

9   
標
71♀智♂

'm  7m第17図 H5号 住居址実測図

柱跡を示すセクションも観察された。壁溝は西壁のみ沿 うように検出され、幅12cm・深 さ 3cmを

測る。また、北西コーナー部には床 よリー段高い部分が確認された。高さは 2cm、 幅は1.2mで、

壁 よりにピットと焼上の固まりが検出された。ピットの規模は径30cmO深 さ 7cmである。使用目

的は不明であるが、何 らかの祭祀的遺構 とも考えられる。

カマ ドは北壁中央に検出された。規模は煙道部から火床面までの長さ80cm・ 幅40cmで、左袖が

長さ82cme床からの高さ 6cmを測る。右袖は一部 しか確認できなかった。形態は煙道部が住居址

1層

3層

調

査

区

域

外
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1層  黒 褐 色 土  (10YR3/1)し まり弱く、粘性あり。焼土粒子・炭化物を多量含む。

2層  暗 褐 色 土  (10YR3/4)し まり、粘性あり。微量の焼土粒子・相浜層のプロックを含む。

3層  黒 褐 色 土  (10YR3/1)し まり、粘性あり。赤色の鉄分の沈下したプロックあり。

4層  黒 褐 色 土  (10YR3/1)し まり、粘性弱い。炭化物を含む。

5層  赤 色 土  (10R4/8)火 床面。しまりややあり、粘性弱い。よく焼けている。

第18図  H5号 住居址カマ ド実測図

壁ラインよりも中に入る形で、煙道は緩やかに立ち上がる。火床面は硬質でよく焼けていた。袖

は両袖ともに芯材として軟質の石を使用していた。検出時の二つの石は焚き田部の天丼の石と考

えられ、共に検出された土師器甕と壷はカマ ドの上に置かれていたものと考えられる。

本址の出土遺物は、そのほとんどがカマ ド内からのもので図示 したものの他に土師器甕片・不

片等がある。

1か ら3は土師器不で、1.3は須恵器蓋を模倣 したタイプで、2は古墳時代中期の段階から系

譜をもつタイプの不である。何れもカマ ド内から出土した。 1の調整は不部外面ヨコナデ、底部

外面ヘラケズリ、内面は「十」の刻みと丁寧なミガキが施されている。 2は器面が荒れている為

に内面の調整が不明I寮 であるが、内外面とも全体に荒いミガキが施されている。 3は底部外面へ

ラケズリ、内面 ミガキが施されている。 4は土師器高不である。試掘時にH5号住居址東壁ぎわ

の床面より出土した。調整は不部が内外面丁寧なミガキで、内面は黒色処理されている。脚部外

面はナデの後 ミガキ、内面はナデが施されている。 5は土師器の小壺で、 8の土師器甕の中に置

かれるような状態で出土 し、完形である。調整は口縁部内外面ヨコナデ、胴部はナデが施されて

いる。 6か ら9は上師器甕である。いずれもカマ ド内から出土 した。 7と 8は同一個体と思われ

るが接合点は見いだせなかった。調整は 6が胴部内外ヘラナデで胴部外面に一部煮焦げのような



'  (1:4)  1:00m
第19図 H5号住居址出土遺物実測図

付着物が観察できる。7は 口縁部内外面 ヨコナデ、胴部内外面ヘラナデ。8は胴部内外ヘラナデ。

9も 胴部内外面ヘラナデを施すが、一部外面にミガキの痕跡があり、底部から胴部下半の立ち上

が り方から、 9は胴部中位に最大径を持つ壺底部の可能性がある。また、カマ ド覆土より滑石製

自玉 1点が出土 した。

 ヽ      |      ′

‐ ノ



第 2節 掘立柱建物址

(1)Fl号撼立桂建物 lL(第 20図,写真図llE十 回①)

本址はクー16.17、 ケー16.17Grに位置する。F2号掘立柱建物址と重複関係にあり、新旧関係

は本址の方が新 しい。残存状況は良好である。

形態は東西方向に長い 2間 ×3間 の側柱式建物 l」Lで、長軸方位はN-84°一Eを示す。規模は東

西4.9m。 南北3.38mで 、ピットに囲まれた空間面積は16.6m2を 測る。柱間の寸法はP4～ P5が 1.5

mで、P6～ P7が1.62mを測る。柱穴の形態はほぼ円形を呈 し、掘 り方はP20P30P5が 底面が

一段下がる二段掘 りになっており、他の柱穴は素掘 りの穴である。また、 P6と P7は ピット底

面に柱の重みによる硬質面が確認された。規模はPlが径48cm・ 深 さ34cm、 P2が径58cm・ 深 さ44

cm、 P3が径50cm・ 深 さ42cm、 P4が径62cme深さ30cm、 P5が径50cm。深 さ46cm、 P6が径60cm・ 深

さ51cm、 P7が径54cmO深 さ37cm、 P8が径52cme深さ35cm、 P9が径55cme深 さ35cm、 P10が径50

cm・ 深さ32cmを 浪1る 。

本址 よりの出土遺物で図示できるものはなかったが、武蔵型に分類される土師器甕片が少量出

土 している。

Q倒 1層 灰黄褐色土  (10YR6/2)

しまり強く、粘性弱い。さらさらして

いる。

黒 褐 色 土 (10YR3/1)

しまりあり、粘性強い。炭化物微

量含む。

暗 褐 色 土  (10YR3/3)

しまり、粘性強い。黄色シルトプロ

ックを含む。

褐 色 土  (10YR4/6)

しまり、粘性強い。黄色シルトブロ

ックと黒色上の混合土。

1111:硬 質 面
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'm  7m第20図  Fl号 掘立柱建物址実濃1図

(2)F2号 掘立桂建物tlL (第 21図ヮ写真図版十四② )

本址はコー16.17Grに 位置する。Fl号掘立柱建物址と重複関係にあり、新1日 関係は本址の方が

古い。残存状況は東狽1の ピット列がFl号掘立柱建物址によつて削平され検LT4で きなかった。

形態は南北方向に長い1間 ×2間の傾1柱式建物址で、長軸方位はN-12° 一Wを示す。規模は東
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黒 褐 色 土 (10YR3/1)

しまり、粘性ややあり。さらさらしていてきめ細かい。

黒 褐 色 土 (10YR3/1)

しまり、粘性ややあり。炭化物・黄色シルトを含む。

暗 褐 色 土  (10YR3/4)

しまり、粘性あり。黄色シルトブロックを含む。
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第21図  F2号 掘立柱建物址実測図

(3)F3号 IFA立柱建物址  (第 22図り写真図版十五①)

本址はキー16.17、 クー16.17Grに 位置する。残存状況は南東コーナーが調査区外となるために

ピットが一カ所検出できなかった。

西2.22me南 北3mで、柱間の寸法はP2～ P3が1.42mを 測る。柱穴の形態はほぼ円形を呈 し、掘

り方はP30P4が 底面が一段下がる二段掘 りになってお り、他の柱穴は素掘 りの穴である。規

模はPlが径29cm・深 さ29cm、 P2が径40cm。 深さ41cm、 P3が径40cm・ 深さ40cm、 P4が径32cme深

さ45cmを 測る。本址 よりの出土遺物で図示できるものはなかった。

④Ъ髭 ρ
1層

Ｑ
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第22図  F3号 掘立柱建物址実測図

l層 黒 褐 色 土 (10YR3/1)

しまりあり、粘性やや弱い。炭化物・黄色シルト

プロックを含む。

褐 色 土 (10YR4/6)

しまり、粘性あり。黄色シルトプロックを含む。
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形態は東西方向に長い 2間 × 2間の側柱式建物址で、長軸方位はN-84° ―Eを示す。規模は東

西4.34m。 南北2.96mで、ピットに囲まれた空間面積は12.8m2を 測る。柱間の寸法はPl～P2が

2.74mで 、P2～ P3が 1.6m、 P4～ P5が 1.4mを 測る。柱穴の形態はほぼ円形を呈 し、掘 り方は

P30P4が 底面が一段下がる二段掘 りになってお り(他の柱穴は素掘 りの穴である。規模はPlが

径42cmO深さ17cm、 P2が径40cmO深 さ15cm、 P3が径44cmO深さ22cm、 P4が径40cm。 深さ23cm、

P5が径48cm・ 深 さ29cm、 P6が径48cmO深 さ24cm、 P7が径38cm・ 深さ14cmを浪1る 。F3号掘立柱

建物址はFl号掘立柱建物址 と長軸方位が一致 してお り、同時併存の可能性がある。

本llLよ りの出土遺物で図示できるものはなかった。

(4)F4号 掘立桂建物址  (第 23図 ,

本址はケー21.22Grに 位置する。残存状

況は東側が調査区外となるために全容は把

握できなかった。形態は南北方向に長い側

柱式建物址で、長軸方位はN-3° 一Wを示

す。規模は南北5.18mで、柱間の寸法はP3

～P5が1.7m測 る。柱穴の形態はほぼ円形

を呈する。規模はPlが径26cm・ 深さ16cm、

P2が 径24cme深 さ17cm、 P3が 径28cme深

さ25cm、 P5が径34cm・ 深さ53cm、 P6が径

32cme深さ62cmを 測る。F4号掘立柱建物

址は全容不明の為に今回は掘立柱建物址と

して報告 したが、或いは形態より棚夕1的遺

構とも考えられる。本址よりの出土遺物で

図示できるものはなかった。

写真図llp十五② )

①剣 ◎ル◎R
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第23図  F4号 掘立柱建物址実測図



第 3節  土 坑

(1)Dl号土坑 (第 24図,写真図版十六①)

本址はケー17.18Grに 位置する。H3号住居址と重複関係にあるが、新旧関係は本址の方が新 し

い。残存状況は良好である。形態はいびつな楕円形を呈し、西側 と東側で二つの上坑が重なった

様になっている。西側の上坑の方が全体に浅い。東側の土坑底面は鉄分が沈下して凝結したよう

な状態で硬質化 している。壁はすり鉢状に立ち上がる。長軸方位はN… 66° 一Wを示す。遺物は図

示 したものの他に須恵器甕片、土師器甕片等がある。

(2)D2号土坑  (第 25図ヮ写真図版十六②)

本址はシー21Grに 位置する。残存状況は良好であるが、南西コーナー部のみ調査区外 となる。

形態は方形を呈 し、底面の四隅にピットが掘 り込まれている。壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸

方位はN-90°一Eを示 しほぼ真東を向 く。規模は長軸1.7m、 短軸1.lmで、ピットの深 さは34～ 43

cmを測る。本址の出土遺物は覆土中より上師器ロクロ甕片、土師器不片、灰釉 lla器皿片などがあ

るが図示可育ヒなものはなかった。

(3)D3号土坑  (第 25図ヮ写真図版十六③)

本址はケー21Grに 位置する。残存状況は良好である。形態は方形を呈 し、壁はほぼ垂直に立ち

上がる。長軸方位はN-12°―Eを示す。規模は長軸70cm、 深 さは25cmを測る。

黒 褐 色 土 (10YR3/2)

しまりあり、粘性弱い。黄色シルトプロックを多量、

炭化物を含む。

黒 色 土 (10YR2/1)

しまりやや弱く、粘性ややあり。黄色シルトプロック

が1層 に比べ少ない。

褐 灰 色 土 (10YR4/1)

しまりややあり、粘性あり。下層は鉄分沈下の硬

質面。

黄 褐 色 土 (10YR5/8)

しまり、粘性ややあり。黄色シルトブロック主体。

1層

?   
標
71,7∫lm  l.,m

第24図  Dl号 土坑実測図



1層 黒 色 土 (10YR2/1)

しまり、粘性あり。さらさらした白色の粒子を含む。

黒 色 土  (10YR2/1)

しまり、粘性あり。黄色シルトブロックを含む。

褐 色 土  (10YR4/6)

しまり、粘性あり。黄色シルト粒子を多量含む。

9   
標
早1,7∫lm l.lm

A        B

多多,,,,ラ,7多多   ♀   
標
71,v∫lm  l.,m

D3土坑

黒 色 土 (10YR2/1)

しまり、粘性ややあり。さらさらしている。黄色ローム粒子を多量含む。

9   
事興
〒1,T′♀

m  l.7111

D5土坑

第25図  D2.3.4.5号 土坑実測図

(4)D4号土坑  (第 25図り写真図版十七①)

本址はケー20.21Grに 位置する。残存状況は良好である。形態は細長い方形を呈 し、壁は緩やか

に立ち上がる。長軸方位はN-70°一Eを示す。規模は長軸2.25m、 短軸95cmで、深さは14cmを測

る。本址の出土遺物は覆土中より古墳時代と考えられる土師器甕片が少量出土したが図示可能な

ものはなかった。

Ｂ
一

Ａ
一

多多),易カララフ易万ララララカラフラ易カラフラフZ多  9   
標〒1♀ T′,m l.,m

1層  暗 褐 色 土  (10YR3/3)

しまり、粘性強い。黒色土プロックと黄色シルトブロックを含む。

D4土坑

④酬

くl

1層

く
|

D2土坑



(5)D5号土坑  (第 25図,写真図版十七②)

本址はコー21Grに 位置する。残存状況は良好である。形態は細長い方形を呈し、北側と南棋1の

底面にピットが掘 り込まれている。壁は緩やかに立ち上がる。長軸方位はN-10° ―Wを示す。規

模は長軸が1.7m、 短軸が70cmで、ピットの深さが北側が25cm、 南側が21cmを 測る。本址の出土遺

物は覆土中より古墳時代と考えられる土師器甕片が少量出土したが図示可能なものはなかった。

(6)D6号土坑  (第 26図り写真図llE十七③)

本址はケー12.13Grに 位置する。残存状況は良好である。形態は細長い方形を呈 し、底面はほぼ

平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方位はN-4° ―Wを示す。規模は長軸1.15m、 短軸50

cmで、深 さは20cmを 測る。本址からの出土遺物はなかった。

(7)D7号土坑  (第 26図,写真図版十八①)

本址はコー13Grに位置する。残存状況は良好である。形態は細長い方形を呈 し、底面はほぼ平

坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方位はN-30°―Wを 示す。規模は長軸1.23m、 短軸44cm

で、深 さは25cmを 測 る。本址からの出土遺物はなかった。

(3)D8号 土坑  (第 26図,写真図版十八②)

本址はコー18Grに位置する。残存状況は良好であるが、P15,16に 西側を削平されている。形態

はいびつな円形で底面はすり鉢状を呈する。壁はなだらかに立ち上がる。長軸方位はN-32° ―W
を示す。規模は長軸1.18mで 、深さは25cmを 測る。本址の出土遺物は覆土中より古墳時代と考え

られる土師器甕片が少量出土したが図示可能なものはなかった。

(9)D9号血坑  (第 26図,写真図版十八③)

本址はケー17.18Grに 位置する。残存状況はH3号住居址とDl号土坑によって東側 と南側が

削平されている。形態はいびつな円形で、壁はなだらかに立ち上がる。長軸方位はN-17° 一Wを

示す。規模は長軸1.66mで 、深さは51cmを 浪1る 。本址の出土遺物は覆土中より古墳時代と考えら

れる土師器甕片が少量出土 したが図示可能なものはなかった。

(10)D10号上坑  (第 26図,写真図版十九①)

本址はケー18.19Grに 位置する。残存状況はH3号住居址によって南側が削平されている。形態

は楕円形で、壁はなだ らかに立ち上がる。長軸方位はN-19°―Eを 示す。規模は長軸2,75mで 北

側底面のビットの深 さは50cmを 測る。本址からの出土遺物はなかった。



D6土坑
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l層  黒 褐 色 土 (10YR2/1)

しまり、粘性あり。黄色シルトブロックを点状に含む。

D8土坑

1層  黒 褐 色 土 (10YR3/1)

しまり、粘性あり。黄色シルト

ブロックを含む。

9   
標〒1♀?♂,m  l.・ m

D7土坑

黒 色 土 (10YR2/1)

しまり、粘性あり。黄色シルト

プロックを点状に含む。

1層

9   
標〒1♀Υ♂,m  l.,m

9土坑

1層

) 2層

3層

黒 色 土 (10YR2/1)

しまり、粘性あり。黄色シルトプロックを点状に含む。

暗褐色土 (10YR3/3)

しまり、粘性あり。黄色シルトプロックを含む。

黄褐色土 (10YR5/8)

しまり、粘性あり。黄色シルトプロックを多量含む。

9  
標
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D10土坑

第26図  D6,7.8.9.10号 土坑実測図
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第 4節  溝状遺構

(1)Ml号濤状遺構 (第 23図,写真図版十九②)

本址はクー10～ 力…17Grに位置 し、調査区を南東から北西に分断するようなかたちで検出され

た。残存状況は調査区外 となる部分が多 く全容の把握はできなかった。形態はほぼ直線的である。

規模は幅約19m(試掘部分 も含む)で、深 さは遺構確認面 より31cmを 波1る 。壁は緩やかに立ち上が

る。本溝は覆上の状態 とその出土遺物 より、長い継続期間をもった流水路 と考えられる。まず、

一番西側の溝からは古墳時代中期から後期に属する土器片のみを含み、中央の溝からは古墳時代

から奈良。平安時代 までの遺物を含む。東端の溝及び覆土上面からは古代から近世に至る遺物が含

まれていた。また、 FEl場整備以前の地図にはこの溝に重なる様なかたちで流路が存在 した。この

ことから、調査区の立地する沖積微高地を南東から北西にかすめるように古代 より流路があり、

時代が下がるにつれ東薇1に 位置を少 しずつ移動 したことが考えられる。

本址 よりの出土遺物は図示 したものの他に土師器甕片・土師器不片0須恵器不などが多量にあ

る。

輌
蟷

(2)M2号 溝状遣構  (第 27図ヮ写真図版

本址はクー13～ コー15Grに位置する。残存状

況は南と北の両端とも遺構の残存状況が悪 く確

認できなかった。M3号溝状遺構と重複するが

本址の方が新しい。形態はほぼ直線で、壁はな

だらかに立ち上がる。規模は検出部分で長さ24

mO幅2.5mで、深さ37cmを 測る。本址からの出

土遺物は古墳時代の上師器甕片 。上自T器不片な

どがあるが、図示可能なものはなかった。

(3)A/13号濤状遺構

(第 27図,写真図llR十九③)

本l■ はコー14Grに 位置する。残存状況は西が

調査区外で東がM2号 溝状遺構にきられている

形態はほぼ直線で、壁はなだらかに立ち上がる。

規模は検出部分で長さ5m。 幅lmで、深 さ7cmを

測る。本址からの出土遺物はなかった。

9    (1:160)  4:m

第27図  M2.3号 溝状遺構実測図
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l層  黒 褐 色 土 (10YR3/1)

しまり、粘性あり。黒色の粘土で

炭化物を微量含む。黄色シルト

ブロックを含む。

2層  灰黄褐色土  (10YR4/2)

しまり弱く、粘性やや弱い。砂質

化したシルト層。

鍮

外
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1層
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褐 灰 色 土 (10YR6/1)

耕作土。近代水田の耕作土、下層に水田敷床。

にぶい黄橙色土  (10YR7/2)

しまり、粘性弱い。鉄分の沈下がある。

にぶい黄橙色土  (10YR6/3)

しまり、粘性弱い。2層と3層の間に鉄分の沈下がある。硬質化している。

褐 色 土 (10YR4/6)

しまり、粘性あり。鉄分の沈下が多い。

黒 褐 色 土 (10YR3/1)

しまり、粘性あり。炭化物・焼土粒子を多量含む。

褐 灰 色 土 (10YR6/1)

しまり、粘性弱い。砂質化したシルト層。こぶし大の石を含む。

4層

9 い:16∞  4P

第28図 Ml号 溝状遺構実測図



本遺跡の上坑からの出土遺物は非常に少なく。図示した物の他にD2号土坑からロクロ土師器

甕0不片 1点、灰釉陶器皿片 1点。D4.8.9号土坑から古墳時代後期と考えられる甕片が数点出

土しているのみである。 1は Dl号土坑から出土した須恵器である。器種は類例が乏しく判断が

つきにくいが「高不」系の器種 と思われる。底部は回転ヘラケズリが行われ、高台貼付と脚が付け

られている。また不部 Pと 考えられる部分は意図的な破砕が行われているようである。 2は D10

号土坑から出上した。手捏土器と思われるコップ形の器種である。明瞭な指押さえの跡が残る。

3～ 10はMl溝状遺構から出土した。 3は土師器小型壺の口縁部でおそらく、須恵器聰の模倣品

と考えられる。調整は外面にミガキが僅かに残る。 4は高不の駄「部である。調整は外面ヘラケズ

リ後ナデ、内面ヘラナデが施されている。 5と 6は土師器甕の口縁部で、 6は或いは小型鉢的な

器種かもしれない。調整は 5が内外面ハケロの残るナデで口縁部端部を面取 りしている。 6は外

面タタキ、内面ナデが施されている。 7と 8は土師器甕の底部で、 7の調整は内外面ハケロの残

るナデ、 8は外面がハケロの残るナデを規貝J的 に行い、内面はヘラナデを施している。 9は須恵

1

1

■/′

=要
:
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第29図 土坑。溝状遺構出土遺物実測図

恙



器甕の口縁部付近で、波状の施紋が行われている。10は須恵器甕の底部から胴部で外面の調整が

平行タタキロ、内面は指押さえの後ナデが施されている。また、明l寮 に輪積痕が残る。

第 5節  遺構外出土遺物  (第 30図 )

1は遺跡南東コーナー付近ケー22Grよ り出上 した。調整は底部回転ヘラ切離 し、体部はロクロ

ヨコナデを施す。また、本遺物は胎土が非常に白い。 2は試掘時にクー20Grよ り出土 した。ほぼ

完形で、調整は底部ヘラケズ リの後ナデ、日縁部はナデの後 ミガキ、内面はナデの後丁寧なミガ

キを施 し黒色処理をしている。 3は H4号住居址の貼床から出上 したが、H4号住居址 とは時期

が異なるため、遺構外遺物 として扱った。調整は底部外面ヘラケズリ、口縁部 ヨコナデ、内面丁

寧なヘラミガキを施 している。 4は土師器甕でクー18Grよ り出土 した。調整は胴部外面ヘラケズ

リ、日縁部 ヨコナデ、内面ナデが施されている。 5は打製石斧でケー13Grよ り出上 した。一部を

欠損 しているので全体形状は不 FIEで ぁるが、刃は円刃を意識 し両平刃である。石の厚みは非常に

薄 く刃先の摩耗は見 られないが斧 というよりは「鋤」的な使用を連想させる形状である。

?  (1:4) 19Cm



第 V 韮早 調査のまとめ

ここでは、今回の調査について簡単にまとめてみたい。まず、昭和49年度の調査地点との関連

であるが、残念ながら前回の調査地点とはやや距離があるために直接関連する遺構は見いだせな

い。 しかし、今 l「
llの遺構分布が前Inllの 調査地点に比べてまばらである事から、集落の中心はやは

り沖積微高地の中央部分である南西倶1の ようである。

また、注目される遺構 としてはMl号溝状遺構があげられる。この溝は本文中でも触れたが圃

場整備前の地図にも記載されている流路である。現に、表土子1ぎの段階では上層より近現代の遺

物も検出されていた。しかし、位置と深さを少しずつ変えてはいるが、中世から古墳時代まで連

綿と継続している溝であることが解った。このことは、遺跡周辺の地形が時代を経てもさほど変

化していないことを示しており、少なくとも古墳時代中期以降は安定的な生活空間を石雀保できた

と考えられる。千曲川下流域の更IIL° 善光寺平と異なり、野沢周辺は以外と自然災害の少なぃ場

所であり、冷涼な気候を克服すれば良好な水田地帯として本1用 できたのであろう。

最後に、前回この遺跡が調査されたのは今からちょうど30年前に当たる。この30年の間に埋蔵

文化財を取 り巻 く環境は大きく変わり、また調査の技術も研究も進歩した。然るに今回の発掘調

査とこの調査報告書がそれらの成果を踏まえているかと自間すれば、少なくとも報告書『市道』

に注がれたものには追いついていないと認めなければならないであろう。自戒の意味も合め次回

遺跡及び市道遺跡 II遺構全体図
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1号住居址出土土器観察表

図

号

挿

番
器 種

法  量 (cm) 成 形 調 整 胎   土

口径 器 高 底径 外    面 。内 面 色  調

8 -1 土師器

甕
7〉

外面 刷毛 目の残 るナデ

内面 ヘ ラナデ

径 l mm以下の自色粒子 を含む

5 YR5/2 灰褐色

8 -2 手控ね
画

面

外

内

指押さえの後ナデ、日縁部ヨコナデ

ナデ、口縁部ヨコナデ

緻 密

5 YR4/1 褐灰色

8 -3 土師器

高ネ

外面 ナデの後荒いミガキ

内面 ヘラナデ

径 l mm以下の自色粒子 を含む

loR6/6 赤橙色

2号住居址出土土器観察表

10-1 須恵器

不
13.6 3 95

外面 ロクロヨコナデ、底部回転ヘラキリ

内面 ロクロヨコナデ

径 l mm以下の自色・黒色粒子 を含む

N8/0 灰白色

10-2 須恵器

ネ
3.95

外面 ロクロヨコナデ、底部回転ヘラキリ

内面 ロクロヨコナデ

径 l mm以下の自色・黒色粒子 を含む

10Y5/1 灰色

3号住居址出土土器観察表

13-1 須恵器

高台ネ

外面 ロクロヨヨナデ、底部回転ヘラ切 りの後高台貼付

内面 ロクロヨコナデ

径 l mmの 自色粒子 を含む。黒色の斑点

10GY6/1 緑灰色

13-2 須恵器

ネ
外面 ロクロヨコナデ、底部回転糸切り離し

内面 ロクロヨコナデ

径 l mmの 自色粒子を含む。

10GY6/1 緑灰色

13-3 土師器

不
12 4

外面  ヨコナデ

内面  ミガキと黒色処理

径 l mmの 自色。赤色粒子 を少量含む

7 5YR6/6 橙色

13-4 須恵器

高台ネ
外面 底部回転糸切りの後高台貼伺

内面 ロクロヨコナデ

径 l mmの 自色粒子 を含む。黒色の斑点

N5/ 灰色

13-5 須恵器

高台ネ
外面 底部回転ヘラ切りの後高台貼付、底部ミガキ

内面 ロクロヨコナデ

径 l mmの 自色粒子 を含む。

10GY6/1 緑灰色

13-6 土師器

甕
23 5 24 5

外面 底部から胴部ヘラケズリ、日縁部ヨコナデ

内面 底部から胴部ヘラナデ、日縁部ヨコナデ

径 l mmの 自色。赤色粒子 を少量含む

2 5YR7/6 橙色

13-7 土師器

甕
21 5 く9 0〉

外面 胴部ヘ ラゲズ リ、 口縁部 ヨコナデ

内面 胴部ヘ ラナデ、 日縁部 ヨコナデ

径 l mmの 自色・赤色・黒色粒子を少量含む

7.5YR6/3 にぶい橙色

13-8 土師器

甕
12 0 く8 3〉

外面 胴部ヘ ラケズ リ、 口縁部 ヨコナデ

内面 胴部ヘ ラナデ、 日縁部 ヨコナデ

径 l mmの 自色・赤色・黒色粒子を少量含む

7.5YR6/3 にぶい橙色

13-9 土師器

甕
く6 9〉

外面 ヘ ラケズ リ

内面 ヘ ラナデ

径 l mmの 自色・赤色粒子 を含む

5 YR7/3 にぶい橙色

13-10 須恵器

甕

外面 平行タタキロ

内面 指押さえ

径 l mmの 自色粒子 を多 く含む

N5/ 灰色

-11

須恵器

甕
く15 6〉 11.8

外面 平行タタキロ

内面 ナデ

径 l mmの 自色・黒色粒子 を含む

5R6/1 赤灰色

4号住居址出土土器観察表

16-1 須恵器

蓋

外面 かえり部ロクロヨコナデ、天丼部回転ヘラケズリ

内面 ロクロヨコナデ

径 l mm以下の自色・黒色粒子 を含む

N5/ 灰色

16-2 須恵器

ネ
3.95 72

外面 不部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

内面 ロクロヨコナデ

径 l mm以下の自色粒子 を含む

10G5/1 緑灰色

16-3 須恵器
ネ

132 外面 不部 ロクロヨコナデ、底部回転糸切 り

内面  ロクロヨコナデ

径 l mn以下の自色粒子 を含む

10G5/1 緑灰色

16-4
土師器

甕
21 0 く8.4〉

外面 胴部ヘラケズリ、口縁部ヨコナデ

内面 胴部ヘラナデ、日縁部ヨコナデ

径 l mm以下の自色粒子 を含む

7 5YR6/6 橙色

16-5 土師器

甕
148 l〉

タト面  ロクロヨコナデ

内面 ロクロヨコナデ

緻密 径 l mm以 下の赤褐色粒子を含む

7.5YR8/4 浅黄色橙色

16… 6
土師器

甕
1〉 57

画

面

外

内

ヘラケズリ

ナデ

径 l mm以 下の自色・黒色粒子 を含む

7.5YR7/4 にぶい橙色

16-7 須恵器

甕

外面 平行タタキロ

内面 ナデ

径 l mmぐ らいの白色粒子 を多 く含む

N6/ 灰色



5号住居址出土土器観察表

図

号

挿

番
器種

法 量 (Cm) 成  形   ・  調  整 胎   土

口径 器 高 底径 外    面・ 内 面 色  調

19-1 土師器

塔
14 5

外面 口縁部ヨコナデ、底部ヘラケズリ

内面 ミガキ「十」の刻みあり。黒色処理

径3mm以下の赤色粒子 を含む。

loYR8/3 :丈 黄橙色

19-2 土師器

不
11.7

外面 ミガキ

内面 ミガキ

径lmm以 下の赤・黒・白色粒子 を含む。

7 5YR7/4 にぶい橙色

19-3 上自T器

不
12.0

外面 底部ヘラケズ リ

内面  ミガキ。黒色処理

径lmm以 下の自色粒子 を含む。

7.5YR7/4 にぶい橙色

19-4 土師器

高不
14.4 11 0 100

外面不目縁部ヨコナデ底部ヘラケズリの後脚部も含めミガキ

内面 塔部ミガキの後黒色処理、脚部ナデ

緻密 径lmm以 下の自色粒子を少量含む。

5YR5/6 明赤褐色

19-5
土師器

10 9 51
外面  口縁部 ヨコナデ、胴部か ら底部ナデ

内面  口縁部 ヨコナデ、胴部か ら底部ナデ

径1～ 2mm以下の自色・赤色粒子 を含む

7.5YR6/4 にぶい橙色

19-6 Jl自T器

甕
〈16 2〉

外面  口縁部 ヨコナデ、1同 部 。底部ナデ

内面 ヘ ラナデ

径lmm以 下の黒 。自色粒子を含む。

7.5YR8/4 浅黄色橙色

19-7
土師器

甕
20 0

外面  口縁部 ヨコナデ、胴部ヘ ラケズ リ

内面  口縁部 ヨコナデ、1同 部ヘ ラナデ

径lmm以 下の黒 。自色粒子 を含む。

7.5YR8/4 浅黄色橙色

19-8
iL喜市者;

甕
1〉

面

面

外

内

ヘラナデ
ヘラナデ

径2mm以下の自色粒子 を含む。

7.5YR8/4 ・it黄 色橙色

19-9 土印F器

甕
く4.9〉

外面 ヘ ラナデ

内面 ヘ ラナデ

径lmm以 下の赤・黒・自色粒子 を含む。

7 5YR7/4 にぶい橙色

溝状遺構・遺構外遺物土器観察表

29-1
須恵器

高不
く3.7〉

外itt llHI部 ロクロヨコナデ、底部回転ヘラ切りの後高台貼付

内面 ロクロヨコナデ

径lmm以 下の自色粒子 を含む。

N5/ 灰色

29-2
手捏ね

土器

外面 指押 さえ

内面 指押 さえ

径2mm以下の自・黒色粒子 を含む。

7.5YR6/4 にぶい橙色

29-3 土師器
ハソウ

く5 6〉
外面 ナデの後ミガキ ?

内面 摩耗して不明

径2mm以下の自色粒子 を含む。

7.5YR7/4 にぶい橙色

29-4 土師器

高ネ
く7 8〉

面

面

外

内

ヘラケズリ
ヘラナデ

径2mm以下の自・黒色粒子 を含む。

7.5YR7/2 明褐灰色

29-5
土師器

甕

外面 ハケロの残 るナデ

内面 ハケロの残 るナデ

径2mm以下の自・黒色粒子を含む。

5YR5/8 明赤褐色

29-6
土師器

甕

外面  タタキロ

内面 ナデ

径2mm以下の自・黒色粒子 を含む。

5YR5/1 褐灰色

29-7
土師器

甕

外面 ハケロの残 るナデ

内面 ハケロの残 るナデ

径2mm以下の自色粒子 を含む。

2.5YR4/8 赤褐色

29-8
土師器

甕

外面 ハケロの残 るナデ

内面 ヘ ラナデ

径2mm以下の自色粒子 を含む。

5YR5/8 明赤褐色

29-9 須恵器

甕

外面 波状文

内面 ナデ

径3mm以上の黒色粒子 を含む。

7.5Y4/1 灰色

29-10 須恵器

甕
17 0

外面 平行タタキロ

内面 指押 さえの後ナデ

径3mm以上の黒色粒子 を含む。

N5/ 灰色

30-1 須恵器

ネ
15 3

外面 ロクロヨコナデ、底部回転ヘラ切り離じ

内面 ロクロヨコナデ

径 l mm以下の赤色粒子 を含む。

N8/ 灰色

30-2
土師器
ネ

15 0
外面 底部ヘラケズリ、日縁部ヨコナデ

内面 丁寧なミガキ、黒色処理

径2mm以下の自・赤色粒子 を含む。

7.5YR7/4 にぶい橙色

30-3 土師器

不

外面  口縁部 ヨコナデ、底部ヘ ラケズ リ

内面 丁寧な ミガキ。黒色処 lEl

径 l mm以下の自色粒子 を含む。

2.5YR6/8 橙色

30-4
土師器

裂
20.2 く10 5〉

外面  口縁部 ヨコナデ、胴部ヘ ラケズ リ

内面  口縁部 ヨコナデ、胴部ナデ

径2mm以下の自・赤色粒子 を含む。

7.5YR7/4 にぶい橙色
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①Hl号住居址全景 (南 より)

②Hl号住居址掘り方全景



図

版

撃壕|‐

「
鰺||‐1輪1‐

巖
Ｉ

(|||:11))



図
版
　
一二

①H2号住居址全景 (西 より)

②H2号住居址掘り方全景 (西 より)
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①H2号住居址カマド全景 (西 より)
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版

①H3号住居址全景 (西 より)

②H3号イ|:居 址1屈 リノ∫全景 (iり 晰ょり)
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六

①H3号住居カト遺物出土状況全景 (西 より)
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七

①H3り j・住居力Lカ マド全景 (西 より)
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②H3号何1居力li床 下llttli全 景 (南 より)
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①H4号住居址全景 (西 より)

②H4号住居址掘り方全景 (西 より)
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①H4号住居lll‐ カマド全景 (南 より)

(11打 より)
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①H5号住居址全景 (西 より)
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①H5号住居址カマド出土遺物全景 (南 より)

②H5';^住片|力 Lカ マド遺物出■状|'1(北 より)
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①H5号住居llLカ マド全景 (南 より)

②H5号住居亀Lカ マド1掘 り方全景 (南 より)
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①Dl号土坑全景

(南 より)

②D2号土坑全景

(JLよ り)

③D3号土坑全景

(JLよ り)
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①D4号土坑全景

(北東より)

②D5号土坑全景

(東 より)

③D6号土坑全景

(北東より)



①D7号土坑全景

(lLよ り)

②D8号土坑全景

(JLよ り)

③D9号土坑全景

(lLよ り)

図
版
十
八



図
版
十
九

①D10号土坑全景

(東 より)

②Ml号溝状遺構全景

(西 より)

③M2.3号溝状遺構全景

(1ヒ より)
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Gr 30-3

Gr 30-5

上器と30-5は 1/4

Ml才丁斧～H4磨石は2/3
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